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仙北市農業委員会



平成２４年  第７回仙北市農業委員会総会議事録  

１．開催日時  平成２４年５月７日（月）午前９時００分  

２．開催場所  仙北市役所西木庁舎総合開発センター集会室  

３．出席委員  (２４人 ) 

       １ 番  藤  村  紀  章       ３ 番  野  中  秀  人  

       ４ 番  三  浦    猛       ５ 番  糸  井    淳  

       ６ 番  倉  橋  重  基       ７ 番  新  山  昌  樹  

       ８ 番  大  山  久  雄       ９ 番  鈴  木  八 寿男  

      １ ０番  藤  川    栄      １ １番  黒  澤  龍  己  

      １ ２番  青  柳  良  成      １ ３番  真  崎  純  孝  

      １ ４番  高  橋  政  敏      １ ６番  山  手  善  美  

      １ ７番  石郷岡  勇  一      １ ８番  千  葉  惣  永  

      １ ９番  佐  藤  善  栄      ２ １番  田  村  博  美  

      ２ ２番  山  本    實      ２ ３番  佐  藤  孝  典  

      ２ ４番  藤  村  隆  清      ２ ５番  辻      均  

      ２ ６番  沢  山  純  一      ２ ７番  羽  川  正  幸  

４ ．欠席委員  (３人 ) 

       ２ 番  佐  藤    和      １ ５番  門  脇  博  美  

      ２ ０番  藤  原  由  悦  

５ ．議事日程  

    第 １  開 会宣言                                 

第 ２  会 長挨拶                                 

第 ３  議事録署名員並びに会議書記の指名                     

  第 ４  会務諸報告                                



  第 ５   

   １ ．報   告  

     （ １）農地法第３条の３第１項の規定による届出について  

     （ ２）農地法施行規則第３２条の規定による届出について  

     （ ３）農地の転用事実に関する回答書について  

     （ ４）県農業会議からの要請に対する報告  

        ① 認定農業者制度の見直しに関する意見  

        ② 平成２５年度農林関係税制改正に関する要望  

   ２ ．議   事  

    （ １）議案第２２号    

       農 地法第３条の規定による許可申請に対する可否決定について  

    （ ２）議案第２３号    

       農 地法第５条第１項の規定による許可申請に対する可否決定について  

    （ ３）議案第２４号  

       農 業経営基盤強化促進法に基づき農用地利用集積計画に対する意見決定に  

       つ いて  

    （ ４）議案第２５号  

       下 限面積の設定について  

    （ ５）議案第２６号  

       農 業委員会の適正な事務実施について  

    （ ６）その他  

  第 ６  閉    会  

 

 



６．事務局職員  

    事 務局長  田  口  安  業       参   事  竹  下  義  博  

    主   任  藤  原  正  輝       主   任  小 木田  満  洋  

７ ．書    記  

        主   任  小 木田  満  洋  

８ ．議事録署名員  

         １ ３番  真  崎  純  孝       １ ４番  高  橋  政  敏  

 

９ ．会議の概要  

 議   長    ただ今から平成２４年第７回仙北市農業委員会総会を開会いたします。  

 議   長    連休の前半は晴天に恵まれましたが、後半はかなりの荒れ模様でした。

今後の作業に遅れが出ないように田植えを迎えたいところでございます。  

 議   長    それでは、本日の総会への出席委員は２４名。欠席委員は３名です。よ

って、本総会は定足数に達しております。  

 議   長    次に議事録署名員並びに会議書記の指名をこちらからしてよろしいでし

ょうか。  

        『 異議なし』の声  

 議   長    それでは議事録署名員に１３番真崎委員、１４番高橋委員両名を指名し

ます。会議書記には小木田主任を指名します。  

 議   長    本日の会議の日程につきましては、お手元に配布している議事日程に従

い進行いたします。ご異議ございませんか。  

『異議なし』の声  

 議   長    異議なしと認めます。それでは日程４、会務諸報告をお願いします。  

  田 口局長    《会務諸報告の朗読及び説明》（９時１０分）  



 議   長    ありがとうございました。各推薦委員からの報告は議事終了後にお受け

したいと思っております。それでは日程５、報告に入りたいと思います。

事務局よりお願いします。  

 小 木田主任   報告１。農地法第３条の３第１項の規定による届出についてです。届出

が６件あり、受理した旨通知したことをご報告いたします。届出者、土地

の詳細等は資料に記載のとおりでございます。６件全てが相続による所有

権の取得となっております。続きまして報告２。農地法施行規則第３２条

の規定による届出についてです。農地転用の制限の例外ということで、耕

作の事業を行うために必要な農業用施設で２００㎡未満のものであれば届

出のみでいいということで１件の届出がありました。届出人は○○地区の

○○さん。土地の所在が○○２２３番地。登記簿現況共に畑の４５５㎡で

す。隣接農地は無し。農業用施設の目的は農具等物置小屋でございます。

施設の概要は、農業用施設用地が４５５㎡のうち１００㎡。農業用施設が

木造１階建７４．３６㎡１棟となっております。配置図をご覧ください。

○○２２２番地が○○さんの自宅敷地です。西側の○○２２３番地が届出

があった土地です。資料２枚目以降は各種図面を載せています。続きまし

て報告３。農地の転用事実に関する回答書についてです。２件の照会があ

りました。１件目、４月２６日に申請人立ち会いの下、大山委員、藤原委

員、佐藤孝典委員と事務局で現地を確認してまいりました。申請人は○○

地区の○○さんです。土地の所在が○○３６０番地８。登記簿地目畑。面

積が１７５㎡。変更後の地目が宅地となっております。土地の現況は住宅

が建っていることから非農地と判断されます。転用許可はありません。申

請人からの聞き取り内容ですが、約４０年前から現在の位置に住宅があり、

作物を作付したことは無いとのことでした。２、３ページに位置図、図面



を載せています。国道○○号線沿いの土地でございます。聞き取り内容等

総合的に判断し、現状回復命令は発しない旨回答しております。続きまし

て２件目、５月１日に申請人立ち会いのもと新山委員、千葉委員、佐藤善

栄委員と事務局で現地を確認しました。申請人は○○地区の○○さん。土

地の所在は○○２８３番地。地目が畑。面積が４８㎡です。変更後の地目

は宅地となっております。土地の現況は自宅敷地の一部として利用し、パ

イプ車庫があることから非農地と判断されます。転用許可はありません。

申請人からの聞き取り内容は、昭和４０年代から自宅敷地の一部として利

用し、作物を作付けしたことは無いとのことでした。次のページに位置図

を載せています。国道○○号線から市道○○線に入り１ｋｍほどのところ

です。申請地は道路、宅地に囲まれた土地です。これらのことを踏まえ、

総合的に判断し現状回復命令は発しない旨回答しております。報告１から

３については以上です。  

 竹 下参事    続きまして、報告４に入ります。県農業会議からの要請に対する報告に

ついてです。４月１７日に会長、代理、両専門委員長と検討会を開催し内

容について協議し、４月１８日に農業会議へ提出しております。１件目が

認定農業者制度の見直しに関する意見についてです。全国農業会議でパブ

リックコメントとして意見を求められているものです。認定農業者制度が

見直されるということで、当委員会の意見としては、地域が掲げる問題点

等を解決するために人農地プランを策定する予定ですが、それに経営体へ

の配慮や経営改善状況へフォローアップ体制の強化を図る計画が盛り込ま

れており、認定農業者への支援、育成に資するものと考えられるという意

見です。そのためには国の農業政策が中長期的視点の基、安定的に施策が

展開してほしいという要望でございます。２件目が税制改正に関する要望



です。平成２５年度の税制改正と、現在国会で審議されている消費税関係

についての要望です。税制改正への要望は平成２４年度末で適用期限が切

れる登録免許税及び不動産取得税の期限の延長についてです。理由、背景

については、利用権設定等促進事業により農地を取得した場合の移転登記

の特例措置として千分の八が適用されております。不動産取得税について

は、三分の一が軽減されています。農業経営規模の拡大を図る観点から継

続を要望するものであります。活用実績は記載の通りでございます。期待

される効果としては、担い手農家への農用地集積の促進と負担軽減となっ

ております。次に、社会保障、税一体改革に関する問題点と要望について

です。現在５パーセントの消費税を将来的に１０パーセントまで引き上げ

るという検討に入るところですが、農業生産資材の価格の高騰が続いてい

る状況下で、更に消費税の引き上げによって仕入れ原価がアップした場合、

現況ではその分価格に転嫁できない恐れが生じ、農家自らが負担すること

が懸念されるということで消費税アップについては反対という内容です。

以上です。  

 議   長    報告が終わりました。それでは議事に入ります。議案第２２号、農地法

第３条の規定による許可申請についてを上程します。説明をお願いします。 

 小 木田主任   議案第２２号。農地法第３条の規定による許可申請について。農地法第

３条の規定により、別紙のとおり許可申請があったので審議のうえ許可の

可否を求める。平成２４年５月７日提出。仙北市農業委員会会長、羽川正

幸。  

 小 木田主任   議案第２２号について説明します。整理番号１番。農地の所在が○○６

７番地。登記簿現況共に田。面積が２，７５４㎡。合計２８筆の３４，０

７３㎡。３条無償移転の案件でございます。譲渡人が○○さん６９歳。譲



受人は○○さん４６歳。双方○○地区在住の親子でございます。申請事由

は後継者へ一括贈与。世帯の稼働人員は６人中３人が農作業従事となって

おります。続きまして整理番号２番。農地の所在が○○７９番地３。登記

簿現況共に田。面積が５３㎡。３条無償移転の案件でございます。譲渡人

は○○地区の○○さん７９歳。譲受人は○○地区の○○さん５０歳。申請

事由は相手方の要望により贈与。申請地は以前から○○さんが管理してい

た農地であり、所有権移転の話もまとまっておりましたが、登記が取れて

おらず今回申請に至ったとのことでした。受入世帯の稼働人員は６人中３

人が農作業従事となっております。続きまして整理番号３番。農地の所在

が○○４７２番地１。登記簿現況共に田。面積が８３７㎡。合計４筆の１，

１０７㎡。３条無償移転の案件でございます。譲渡人は○○さん８７歳。

譲受人が○○さん６２歳。双方○○地区在住の親子でございます。申請事

由は後継者へ一括贈与。世帯の稼働人員は４人中１人が農作業従事となっ

ております。整理番号４番については更新の案件となっておりますので説

明は割愛させていただきます。以上です。  

 議   長    説明が終わりました。現地確認報告に入ります。整理番号１番について

は担当の佐藤和委員が欠席ですので、３条調書を参考に審議していただき

たいと思います。整理番号２番については２４番藤村委員よりお願いしま

す。  

 24番 藤村    《整理番号２番について、３条調書に基づき現地確認報告》  

 議   長    次に、整理番号３番について、２６番沢山委員よりお願いします。  

 26番 沢山    《整理番号３番について、３条調書に基づき現地確認報告》  

 議   長    現地確認報告が終わりました。ご意見ご質問等ございませんか。  

        『 無し』の声あり  



 議   長    無いようですので、議案第２２号については、許可することにご異議ご

ざいませんか。  

        『 異議無し』の声  

 議   長    異議無しと認めます。よって、議案第２２号については許可することに

決定します。    （ ９時２３分）  

 議   長    次に、議案第２３号、農地法第５条第１項の規定による許可申請につい

てを上程します。説明をお願いします。  

 竹 下参事    議案第２３号、農地法第５条第１項の規定による許可申請について。農

地法第５条第１項の規定により、別紙のとおり許可申請があったので審議

を求めるものです。平成２４年５月７日提出。仙北市農業委員会会長、羽

川正幸。  

 竹 下参事    内容を説明します。農地の所在が○○１０８番地１。登記簿現況共に田。

面積が４８２㎡のうち２７．７４㎡。権利は使用貸借権の設定です。貸付

人は○○地区の猪本孝誠さん。事業主は宮城県の株式会社○○。転用目的

は資材置き場。理由は○○地区におけるソフトバンクモバイル株式会社の

移動通信のより良いエリア及び通信品質を確保するために実施する無線基

地局設置工事の際に利用する資材置き場として一時転用するとなっており

ます。転用期間は許可日より４ヶ月です。詳細については別冊資料を基に

説明します。申請地の位置ですが、国道○○号線を○○庁舎から北へ１０

ｋｍほど進み、○○へ入るところの手前に位置しています。次に事業計画

についてです。転用理由はソフトバンクモバイルの移動通信のエリア確保

のため。適地として選定した理由は受信範囲を最も確保できる場所という

ことと、他に適地が無かったということです。事業費は総額５０万円。内

訳は記載のとおりでございます。資金計画は自己資金での対応となってお



ります。次に、被害防除計画についてです。周囲の農地、民家、道水路等

への土砂の流出、堆積等を生じさせないように緩衝地を設ける計画です。

排水計画につきましては、簡易式トイレを設置し汲み取り処理を行う計画

です。雨水排水は自然流下となっております。次に、農地復元計画につい

てです。復元者は事業者と同様で株式会社○○。具体的な復元工事の方法

は、資材置き場の敷き鉄板等を撤去し、作付可能な状態に復元するとなっ

ております。資料７ページ以降に各種図面を載せています。隣接地につき

ましては、地権者からの同意をいただいております。以上です。  

 議   長    説明が終わりました。現地確認報告を２６番沢山委員よりお願いします。 

 26番 沢山    事務局と現地を確認してまいりました。隣接地等問題ないことを確認し

ました。以上です。  

 議   長    現地確認報告が終わりました。ご意見ご質問等ございませんか。  

        『 無し』の声あり  

 議   長    無いようですので、議案第２３号については、許可相当とすることにご

異議ございませんか。  

        『 異議無し』の声  

 議   長    異議無しと認めます。よって、議案第２３号については、許可相当とす

ることに決定します。        （ ９時３０分）  

 議   長    次に、議案第２４号、農用地利用集積計画に対する意見決定についてを

上程しますが、私が利害関係者となっておりますので議長を藤村職務代理

に交代することにご異議ございませんか。  

        『 異議無し』の声  

 議   長    異議無しと認めます。それでは、藤村職務代理、議長席へどうぞ。  

        議 長交代、会長退席（９時３１分）  



 議 長代理    暫時議長を務めさせていただきます。円滑な議事進行に御協力よろしく

お願いいたします。それでは、議案第２４号、整理番号１０番を上程しま

す。説明をお願いします。  

 藤 原主任    議案第２４号、農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集積計画に

対する意見決定について。農業経営基盤強化促進法第１８条の規定に基づ

き、別紙のとおり農用地利用集積計画の策定について仙北市長より諮問を

受けたので、審議のうえ意見の決定を求めるものです。平成２４年５月７

日提出。仙北市農業委員会会長、羽川正幸。  

 藤 原主任    議案第２４号、整理番号１０番について説明します。農地の所在が○○

１２番地１。登記簿現況共に田。面積が３，０６１㎡。合計１３筆の１８，

７７０㎡。利用権再設定の案件でございます。設定するのは○○地区の○

○さん６５歳。受けるのは同じく○○地区の○○さん２９歳。利用目的は

水田として。期間が６年間。賃借料は１０ａ当たり５千円の年額９３，８

５０円。備考といたしまして、○○さんは認定農業者です。営農類型は稲

作と穀類となっております。以上です。  

 議 長代理    説明が終わりました。ご意見ご質問等ございませんか。  

        『 無し』の声あり  

 議 長代理    無いようですので、整理番号１０番については適正と認めることにご異

議ございませんか。  

        『 異議無し』の声  

 議 長代理    異議無しと認めます。よって、整理番号１０番については適正と認める

ことに決定します。ここで議長を交代します。円滑な議事進行に御協力い

ただきありがとうございました。  

        議 長交代（９時３４分）  



 議   長    次に、整理番号８番を上程しますが、利害関係者の退席を求めます。８

番大山委員お願いします。  

        ８ 番大山退席（９時３４分）  

 議   長    説明をお願いします。  

 藤 原主任    整理番号８番について説明します。農地の所在が○○９３番地１。登記

簿現況共に田。面積が２９０㎡。合計６筆の１，６６０㎡。利用権設定新

規の案件でございます。設定するのは○○地区の○○さん５９歳。受ける

のは同じく○○地区の○○さん５９歳。利用目的は水田として。期間が５

年間。賃借料は１０ａ当たり１万円の年額１６，６００円。備考といたし

まして、○○さんは認定農業者です。営農類型は稲作と施設野菜となって

おります。以上です。  

 議   長    説明が終わりました。ご意見ご質問等ございませんか。  

        『 無し』の声あり  

 議   長    無いようですので、整理番号８番については適正と認めることにご異議

ございませんか。  

        『 異議無し』の声  

 議   長    異議無しと認めます。よって整理番号８番については適正と認めること

に決定します。大山委員の復帰をお願いします。  

        ８ 番大山帰席（９時３６分）  

 議   長    次に、整理番号２８番を上程しますが、利害関係者の退席を求めます。

１２番青柳委員お願いします。  

        １ ２番青柳退席（９時３６分）  

 議   長    説明をお願いします。  

 藤 原主任    競り番号２８番について説明します。農地の所在が○○１０３番地。登



記簿現況共に田。面積が６，２９４㎡。合計３筆の１４，６６３㎡。利用

権再設定の案件でございます。設定するのは○○市の○○さん６５歳。受

けるのは○○地区の○○さん５２歳。利用目的は水田として。期間が６年

間。賃借料は１０ａ当たり２２千円の年額３２２，５８６円。備考といた

しまして、○○さんは認定農業者です。営農類型は稲作と露地野菜となっ

ております。以上です。  

 議   長    説明が終わりました。ご意見ご質問等ございませんか。  

        『 無し』の声あり  

 議   長    無いようですので、整理番号２８番については適正と認めることにご異

議ございませんか。  

        『 異議無し』の声  

 議   長    異議無しと認めます。よって整理番号２８番については適正と認めるこ

とに決定します。青柳委員の復帰をお願いします。  

        １ ２番青柳帰席（９時３８分）  

 議   長    次に、整理番号８番、１０番、２８番を除く案件を一括上程します。説

明をお願いします。  

 藤 原主任    整理番号１番から説明します。農地の所在が○○６番地。登記簿現況共

に田。面積が１，７９７㎡。合計５筆の３１，０８３㎡。所有権移転の案

件でございます。移転するのは○○地区の○○さん５８歳。受けるのは農

業公社を通して有限会社○○です。この案件は４月総会で買入協議として

審議していただいた案件でございます。利用目的は水田として。売買価格

が１０ａ当たり５３万円の総額１６，４７３，９９０円。移転の時期。支

払方法。期限は記載のとおりでございます。続きまして整理番号２番。農

地の所在が○○１０５番地。登記簿現況共に田。面積が１，９３８㎡。合



計２筆の２，０５０㎡。所有権移転の案件でございます。移転するのは○

○地区の○○さん７２歳。受けるのは農業公社を通して担い手の○○さん。

利用目的は水田として。売買価格は１０ａ当たり４８７，８０４円の総額

１００万円。移転の時期。支払方法。期限は記載のとおりでございます。

続きまして整理番号３番。農地の所在が○○１６番地１。登記簿現況共に

田。面積が１，０３８㎡。合計１７筆の１３，１４１㎡。所有権移転の案

件でございます。移転するのは○○地区の○○さん６４歳。受けるのは○

○地区の○○さん５６歳。利用目的は水田として。売買価格が１０ａ当た

り３０４，３９０円の総額４００万円。移転の時期、支払方法、期限は記

載のとおりでございます。備考といたしまして、○○さんは認定農業者で

す。営農類型は稲作と野菜となっております。資金はＪＡ資金を活用する

計画です。続きまして整理番号４番。農地の所在が○○３０１番地。県有

地の掬森牧場になります。登記簿地目牧場。現況地目畑。面積が２，９７

９，８２９㎡のうち３０，０００㎡。利用権設定新規の案件でございます

設定するのは秋田県。受けるのは農協です。平成２１年の農地法改正によ

り農協も農地を自ら耕作できるようになりました。利用目的は水田として。

期間は２年間。賃借料は１０ａ当たり２３０円の年額６，９００円。備考

といたしまして、高原野菜を作付けする予定とのことでした。続きまして

整理番号５番と６番も掬森牧場を借りる案件であり、耕作放棄地対策の補

助金を活用し、荒れた農地を再生する案件でございます。借受人が同じで

すが、期間が違うということで別々の案件としいますので、一括で説明し

ます。面積が２，９７０，８２９㎡のうち１７３，７００㎡と１，２２２，

０００㎡。受けるのが農業生産法人○○。かなりの面積になりますが、菜

の花を作付けする計画であります。経営面積２８ｈａとありますが、○○



町や○○市等で菜の花を作付しております。期間は整理番号５番が２年間。

６番が３年間となっております。菜の花の作付ということですが、できれ

ば地元農家の方々にも利用していただきたいとのことでした。賃借料は整

理番号５番が年額３９，９５１円。６番が２８１，０６０円となっており

ます。続きまして整理番号７番。農地の所在が○○６３７番地。登記簿現

況共に田。面積が１，９７４㎡。合計６筆の１０，４１１㎡。利用権設定

新規の案件でございます。設定するのは○○地区の○○さん８５歳。受け

るのは同じく○○地区の農業生産法人○○。利用目的は水田として。期間

は６年間。賃借料は１０ａ当たり１万円の年額１０４，１１０円。備考と

いたしまして、農業生産法人○○は認定農業者です。営農類型は稲作と露

地野菜となっております。続きまして整理番号９番へ移ります。農地の所

在が○○７５７番地。登記簿現況共に田。面積が９５２㎡。合計４筆の１

１，００３㎡。利用権設定新規の案件でございます。設定するのは○○地

区の○○さん７４歳。受けるのは同じく○○地区の○○さん５９歳。利用

目的は水田として。期間は１年間。賃借料は１０ａ当たり１５千円の年額

１６５千円。○○さんですが、体調不良ということで今年１年だけ○○さ

んに耕作していただき、体調が良くなりましたら自分で耕作したいとのこ

とでした。備考といたしまして、○○さんは認定農業者です。営農類型は

稲作と穀類、豆類となっております。続きまして整理番号１１番に移りま

すが、１１番以降は再設定の案件となっておりますので説明は割愛させて

いただきます。以上です。  

 議   長    説明が終わりました。ご意見ご質問等ございませんか。  

 ５ 番糸井    ５番。  

 議   長    どうぞ。  



 ５ 番糸井    整理番号４番から６番についてですが、賃借料が１０ａ当たり２３０円

となっております。これは、面積の多少に関わらず２３０円なのか。１０

ａのみでも同様の額なのか分かる範囲で教えてください。  

 藤 原主任    面積に関わらず１０ａ当たり２３０円となっております。市からの情報

提供により単価を決めるということでしたが、採草放牧地については賃借

料情報がありませんので、過去の契約は２３０円だという情報を提供した

ところ、その額でいいということでした。  

 議   長    恐らく、固定資産税相当額ということだと思いますが、他にありません

か。  

        『 無し』の声あり  

 議   長    無いようですので、議案第２４号の整理番号８番、１０番、２８番を除

く案件については適正と認めることにご異議ございませんか。  

        『 異議無し』の声  

 議   長    異議無しと認めます。よって、議案第２４号の整理番号８番、１０番、

２８番を除く案件については適正と認めることに決定します。  

                            （ ９時５９分）  

 議   長    次に、議案第２５号、下限面積の設定についてを上程します。説明をお

願いします。  

 竹 下参事    議案第２５号。下限面積の設定にて。下限面積の設定について審議を求

める。平成２４年５月７日提出。仙北市農業委員会会長、羽川正幸。  

 竹 下参事    別冊資料の１０ページをご覧ください。これにつきましては、４月２５

日に農地専門委員会を開催し、協議したものです。その中で多数の意見が

ありましたが、農地法での許可面積というのは趣味的なものではなく職業

的なものに位置付けるということです。現行で労働集約型の農業を行う場



合については５０ａ未満でも許可するということ。自家消費、趣味程度で

耕作する場合には市民農園的な考え方もあるということですが、これにつ

いては他の機関との協議も必要になると思いますが、現在、このような要

望が少ないということ等を踏まえて総合的に判断し、現行の５０ａは変更

しないということで総会へ上程しております。資料に下限面積の設定につ

いて（案）ということで載せていますが、平成２１年の農地法改正により、

農業委員会が下限面積を設定することができるようになりました。方針が、

現行の下限面積５０ａの変更は行わない。理由としては、農地法施行規則

第２０条第１項の適用ということで、２０１０農林業センサスで、管内の

農家で５０ａ未満の農地を耕作している農家が全農家の約２６パーセント

であるためとなっております。次のページから参考資料を載せております。

始めに、他市町村の下限面積の状況です。昨年７月から現在までに下限面

積を変更したのは藤里町で、現在は１０ａとなっております。変更理由と

しては、新規就農者の受入促進、農地の有効利用、耕作放棄地発生の未然

防止を図るとなっております。県内全体では６市町村が下限面積を下げて

おり、１９市町村は現行の５０ａとなっております。次に、センサスの数

値についてです。市全体の経営面積５０ａ未満の農家は２６パーセント。

旧市町村地区単位で見ますと、田沢地区が４９．５パーセント。仮に１０

ａに下げた場合は３４パーセントとなります。桧木内地区が４４．７３パ

ーセント。仮に４０ａに設定した場合は３９パーセントとなります。市全

体の遊休農地の割合は２．５８パーセントとなっております。以上です。  

 議   長    説明が終わりました。ご意見ご質問等ございませんか。  

        『 無し』の声あり  

 議   長    無いようですので、議案第２５号については現行の５０ａを変更しない



ことにご異議ございませんか。  

        『 異議無し』の声  

 議   長    異議無しと認めます。よって、議案第２５号、下限面積については５０

ａに設定することに決定します。     （ １０時０５分）  

 議   長    次に、議案第２６号、農業委員会の適正な事務実施についてを上程しま

す。説明をお願いします。  

 竹 下参事    議案第２６号。農業委員会の適正な事務実施について。「農業委員会の

適正な事務実施について」に係る平成２３年度農業委員会の点検、評価（案）

及び平成２４年度の目標及びその達成に向けた活動計画（案）を別紙のと

おり策定したので承認を求める。平成２４年５月７日提出。仙北市農業委

員会会長、羽川正幸。  

 竹 下参事    これにつきましては、２月末に取りまとめしたものを３月の総会でご審

議ただき市のホームページで３月９日から４月９日までの１ヶ月間、意見

募集をしております。結果、意見が無かったということでこのとおり策定

することになりますが、意見募集期間に数値が変わった部分がありますの

で、それを修正したものを上程し、ご審議いただくものです。変更部分で

すが、農地法第３条に基づく許可事務の処理件数が前回の数値に１０件プ

ラスして７６件。うち、許可が７６件です。次に、転用関係の処理件数が

前回の数値にプラス２件で２１件です。次に訂正ですが、賃借料情報のデ

ータ数８８２となっておりますが、９９４に訂正をお願いします。次に、

促進事務に関する評価の認定農業者数の数値が変更になります。１経営体

減で平成２３年の実績がマイナス４６経営となります。以上が修正した部

分です。これを受けまして、平成２４年度の活動計画で変更になる部分が、

促進事務の認定農業者数の現状が３３９から３３８になっております。目



標数を３５０としておりますので平成２４年度の目標が１１経営体から１

２経営体に変更になります。以上です。  

 議   長    説明が終わりました。ご意見ご質問等ございませんか。  

        『 無し』の声あり  

 議   長    無いようですので、議案第２６号については承認することにご異議ござ

いませんか。  

        『 異議無し』の声  

 議   長    異議無しと認めます。よって、議案第２６号については承認することに

決定します。      （ １０時１０分）  

 議   長    予定されていた議案は終了しました。各推薦委員からの報告等ございま

したらお願いします。共済組合からの報告はありませんか。  

 ４ 番三浦    ありません。  

 議   長    農協からの報告はありませんか。  

 10番 藤川    今年は暖かすぎる日が続き、各地で苗を焼いてしまって困っている方が

いるようですので、余った苗は捨てずにそのような方々に回していただき

たいと思っていますのでよろしくお願いします。以上です。  

 議   長    次に、議会からの報告はありませんか。  

 11番 黒沢    ５月２日に臨時議会がありまして、主な案件は各常任委員会の構成が新

しくなったということです。それと、４月４日の低気圧で１５件ほどのハ

ウスの倒壊があり、補正予算でそれに対する補助金が仙北市で２５８万円

で通りました。以上です。  

 議   長    次に、土地改良区からの報告はありませんか。  

 17番 石郷岡   ありません。  

 議   長    推薦委員からの報告が終わりました。  



 12番 青柳    議長。  

 議   長    どうぞ。  

 12番 青柳    春になり、山菜シーズンに入りましたが、農協さんから山菜の販売につ

いては自粛するようにと通知がありました。コゴミについては解除された

ということでしたが、その他について今後の情勢等分かる範囲で教えてい

ただきたいと思います。  

 10番 藤川    分かる範囲でお答えします。放射能の問題につきましては、原木椎茸が

非常に厳しい状況にあり、現在も売れない状況です。山菜につきましては、

露地物については大手スーパーでは購入されておりません。ハウス物につ

いてはいくらか出回っているようですが、農協としましてもおばこのブラ

ンドというかせっかくできた物を風評被害で駄目にしたくないということ

で控えさせていただいているという状況です。県で放射能について調べて

いるところでして、はっきりとした数値が出るまでは我慢していただくこ

とになります。以上です。  

 22番 山本    議長。  

 議   長    どうぞ。  

 22番 山本    山菜の検査について、１経営体あたり６，８００円のお金が掛かるとい

うことでした。これも生産者の負担だということですが、これでは農家の

負担が大きすぎると思います。一般の野菜につきましても残留農薬の件で

ハウスを移動しなければならない。これでは農家の経営が成り立たないと

思います。農協自体が検査体制を整えて放射能等の検査をしていただきた

いと思います。  

 17番 石郷岡   ちょっといいですか。  

 議   長    どうぞ。  



 17番 石郷岡   放射能検査についてですが、例えば簡易検査の結果検出されませんで し

たという例が多数あります。ただ、消費者については県がきっちりと検査

をし、大丈夫だというハンコを押した物でなければ買わないという状況に

なっております。農協で検査をし、組合長のハンコを押した物でも消費者

にしてみれば不安だという状況です。ですので、県の方で安全だという結

果が出た物に対しては農協からも安全だということを消費者の方々へ知ら

せているという形を取っていますのでその辺はご理解いただきたいと思い

ます。  

 議   長    他にありませんか。  

        『 無し』の声あり  

 議   長    次に、協議に入ります。事務局よりお願いします。  

 竹 下参事    平成２４年度県選出国会議員に対する要請事項についてです。タイトル

が農産物の放射性物質検査機器の設置経費負担について。要請内容が、野

菜ほか農産食品の放射性物質検査体制整備の万全なる施策を国の政策とし

て実施されるよう強く要請する。福島第一原発の事故を受け、消費者の食

品に対する安全、安心の確保が過敏に求められており、科学的根拠をもっ

て証明する検査結果が必要であること、時間と多額の経費がかかるので、

農業生産者も生産に向かっての不安と経費負担の重圧を心配し、生産意欲

をなくしています。放射性物質検査機器の設置場所を細分化し、検査がス

ピーディーに正常値算出に機能すると共に、経緯負担を国費でまかなう体

制の整備を長期の視点にたって整えられるよう強く要請しますということ

です。根拠となるデータは手元にありませんが、県で実施する計画が６０

品目です。仙北市に関しては水稲、ホウレンソウ、ワラビ、野生のマガリ

タケ、野生のミズ、原木椎茸、エリンギ、野生キノコ、水産物では桧木内



川の鮎となっております。それと農協の計画ですが、管内で２７カ所です。

田沢湖のナスとサヤインゲン。西木町の春菊の３品目です。仙北市の農林

水産物放射性物質検査の実施についてということで事務局は総合産業研究

所になります。調査概要としては、昨年３月１１日の原発事故で放射性物

質による汚染が深刻化しています。４月から基準が新しくなり、これに対

応するための検査を実施するということです。これはあくまでもサンプル

で調査するだけで、安全だと判断するものではありません。調査機関は４

月から１１月までで、穀類、園芸、林産、水産２０カ所の４６品目を予備

費で対応し、検査料が１品目につき６，３００円です。サンプルについて

は生産者からの買い取りとなっております。調査結果については、生産者

に通知し基準値を超えた品目については出荷停止を要請するということで

す。調査結果を市のホームページでの公開も予定しております。すでに４

月に検査した分は公開しております。いずれも不検出となっております。

以上です。  

 議   長    検査についてはこのように行われているようです。検査対象外の物で検

査してもらいたいという場合は総合産業研究所に依頼すれば検査していた

だけるのではと考えております。何か質問等ございませんか。  

        『 無し』の声  

        （ 閉  会 ）  

 議   長    以上をもちまして平成２４年第７回仙北市農業委員会総会を閉会いたし

ます。お疲れ様でした。（１０時３６分）  
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